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果 実 

  
 ６月期の野菜の入荷状況は，上，中旬では前月から続く低温や

日照不足によって，根菜類，葉菜類，果菜類に共通して生育の遅

れや作柄の悪化が見られ，多くの品目で入荷が減少した。また，

土物類においては，中央市場の集散機能によって前年並みの入荷

量となったものの，生育期や収穫期の降雨によって品質，入荷状

況ともに不安定であった。下旬には，生育が遅れていた品目の入

荷も回復したが，全体としては前年同期を７％下回った。 
 価格は，入荷減の影響を受けて単価高で推移した品目が多く，

概ね前年並みの入荷量となった土物類においても不安定な入荷状

況から単価高で推移し，全体としては前年同期を１６％上回る結

果となった。 
 品目別には，西洋にんじん，はくさい，キャベツ，ほうれんそ

う，レタス，きゅうり，ナス，ピーマン，青梅が入荷減の単価高

となり，バレイショ，玉葱は入荷前年並みの単価高となった。 
 
根菜類は，入荷が６％減少し，価格は３８％高となった。 
 葉菜類は，入荷は１１％減少し，価格は１０％高となった。 
 果菜類は，入荷は６％減少し，価格は１１％高となった。 
 土物類は，入荷が前年並みで，価格は３３％高となった。 

 
 
 
６月期の果実の入荷状況は，原油高騰による生育初期の加温抑

制に加えて，前月から続く低温と日照不足が重なって作柄が悪化

し，ぶどう類，スイカ類の入荷は減少した。桜桃，アールスメロ

ンは入荷増となったものの，全体としては前年同期を１３％下回

った。 
価格は，多くの品目で需要の低迷が見られるものの，大幅な入

荷減となったぶどう類，スイカ類では単価高となり，全体として

は前年同期を４％上回った。 
品目別には，ハウスみかん，桜桃，アールスメロンが入荷増の

単価安，デラウウェア，大玉スイカは入荷減の単価高となった。 
 
  柑橘類は，入荷が６％減少し，前年並みとなった。 
 りんご類は，入荷が８％減少し，前年並みとなった。 
 ぶどう類は，入荷が２８％減少し，価格は６％高となった。 
 メロン類は，入荷が前年並みで，価格は９％安となった。 
 スイカ類は，入荷が２３％減少し，価格は１０％高となった。 
 
 
 
 

 



主要品目（野菜） 市況の概況 
【根菜類】 

長大根 

 

 

 

 

 

西洋人参 

 

 

 

 

 

 

【葉菜類】 

はくさい 

 

 

 

 

 

 

キャベツ 

 

 

 

 

ほうれんそう 

 

 

 

 

 

レタス 

 

 

 

 

  

青森県，北海道を中心に，千葉県，茨城県，長崎県からの入荷。

各産地ともに栽培面積が減少しており，入荷量は前年同期を４％

下回った。 

価格は，入荷が減少したものの，単価に大きな変動はなく，概

ね前年並みとなった。 

 

 長崎県を中心に，兵庫県，和歌山県からの入荷。全国的に極端

な品薄状況が続いており，中央市場の集散機能は発揮されたもの

の，入荷量は前年同期を９％下回った。 

価格は，前月までの主産地である徳島県からの入荷が終了した

ことで，全国的な品薄状況に拍車がかかり，前年同期を９３％上

回った。 

 

  

 長野県を中心に，茨城県，滋賀県，大分県からの入荷。各産地

ともに５月に続いた低温，旱魃によって作柄は悪化し，入荷量は

前年同期を５％下回った。 

 価格は，中旬に茨城県からの入荷が終了し，入荷量が大きく減

少したことで単価高となり，全体としては前年同期を１７％上回

った。 

  

茨城県，京都府を中心に，兵庫県，長野県からの入荷。白菜同

様に５月の低温，旱魃によって生育が遅れ，入荷量は前年同期を

９％下回った。 

価格は，入荷が減少したことから，前年同期を４％上回った。

 

 岐阜県を中心に，茨城県，滋賀県，北海道からの入荷。主産地

である岐阜県では，低温や日照不足によって入荷量は大きく減少

し，前年同期を２５％下回った。 

 価格は，入荷が減少したことから単価高での推移となり，前年

同期を１４％上回った。 

 

 長野県を中心に，群馬県，山梨県，北海道からの入荷。５月の

低温，旱魃に加えて，中旬の集中的な降雨の影響を受けて，入荷

量は前年同期を２２％下回った。 

価格は，不安定な入荷状況によって乱高下が見られたが，全体

的には入荷減の影響で単価高となり，前年同期を１７％上回っ

た。 

  

 

 

 

 



【果菜類】 

きゅうり 

 

 

 

 

な  す 

 

 

 

 

 

トマト 

 

 

 

 

ピーマン 

 

 

 

 

 

【土物類】 

ばれいしょ 

（メーク含む） 

 

 

 

 

たまねぎ 

 

 

 

 

【その他野菜】 

青梅 

 

  

 滋賀県を中心に，宮崎県，高知県からの入荷。低温と日照不足

の影響で生育は遅れ，入荷量は前年同期を１４％下回った。 

 価格は，入荷が減少したことによって高値推移し，前年同期を

６％上回った。 

 

 高知県を中心に，岡山県，京都府からの入荷。加温用重油の高

騰によって加温を抑制したことに加え，５月の低温と日照不足が

重なって生育は遅れ，入荷量は前年同期を１５％下回った。 

 価格は，入荷が大幅に減少したことに加え，需要も安定してお

り，前年同期を３５％上回った。 

 

北海道を中心に，熊本県，京都府からの入荷。主産地である北

海道からは順調な入荷となり，入荷量は前年並みとなった。 

 価格は，入荷が増加した下旬に単価安となったものの，全体と

しては前年並みとなった。 

 

 宮崎県，茨城県を中心に，高知県，大分県からの入荷。茨城県，

大分県では低温と日照不足によって生育が遅れ，入荷量は前年同

期を９％下回った。 

 価格は，入荷の減少から単価高で推移し，前年同期を１５％上

回った。 

 

 

 長崎県を中心に，熊本県，北海道からの入荷。主産地の長崎県

では生育期の低温と降雨によって作柄は悪化したが，中央市場の

集散機能が発揮されたことで，入荷量は前年並みとなった。 

 価格は，全国的な品薄状況に加え，前年が豊作の単価安であっ

たことにより，前年同期を７２％上回る結果となった。 

 

 兵庫県を中心に，佐賀県，北海道からの入荷。各産地ともに生

育は順調で大玉傾向となったものの，収穫期の雨天によって，入

荷量は前年並みに留まった。 

価格は，収穫期の雨天により品質が不安定であったものの，根

強い需要によって単価高となり，前年同期を１０％上回った。 

 

 和歌山県を中心に，福井県，奈良県，京都府からの入荷。 

 各産地ともに，開花期の低温によって着果数が減少気味とな

り，生育は順調であったものの，入荷量は前年同期を１０％下回

った。 

価格は，入荷が減少したことに加え，品質が良好であったことか

ら，前年同期を３５％上回った。 

  

 

 



 
主要品目（果実） 市況の概況 
 

ハウスみかん 

 

 

 

 

 

ふ  じ 

（サン含む） 

 

 

桜桃 

 

 

 

 

デラウェア 

 

 

 

 

アールス 

 

 

 

 

アンデス 

 

 

 

 

 

大玉スイカ 

 

 

 

 

 佐賀県を中心に，和歌山県，長崎県からの入荷。低温や日照不

足によって生育の遅れていたものが，６月に集中した入荷とな

り，入荷量は前年同期を６％上回った。 

 価格は，入荷の増加に加えて，需要も伸びず，前年同期を６％

下回った。 

 

 青森県からの入荷。産地での在庫は前年並みであり，京都市場

への入荷量及び価格は前年並みとなった。 

 

 山形県，山梨県を中心とする入荷。前年が凶作の入荷減であっ

たことに加え，山形県では前進出荷が行われたことで，入荷量は

前年同期を２３％上回った。 

 価格は，需要は高かったものの，前年が極端な単価高であった

ことから，前年同期を１０％下回った。 

 

 島根県を中心に，奈良県，大阪府からの入荷。加温用重油の高

騰によって加温を抑制したことで生育が遅れており，入荷量は前

年同期を２３％下回った。 

 価格は，入荷減によって，前年同期を７％上回った。 

 

 熊本県を中心に，静岡県，高知県，宮崎県からの入荷。各産地

ともに作付面積が減少しているが，熊本県からの入荷が新しく加

わったことで，入荷量は前年同期を２１％上回った。 

 価格は，入荷増の影響を受けて，前年同期を１８％下回った。

 

 熊本県を中心に，茨城県，山形県からの入荷。低温や日照不足

によって遅れていた生育は下旬には回復し，入荷量は前年並みと

なった。 

 価格は，下旬に入荷が増加したことで単価安となり，前年同期

を１３％下回った。 

 

 鳥取県を中心に，熊本県，長崎県からの入荷。主産地の鳥取県

では開花期の天候不順によって着果不良となり，入荷量は前年同

期を２５％下回った。 

 価格は，入荷減に加え，品質が良好であったため，前年同期を

１１％上回った。 

 

 

 

 

 

 
 


